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はじめに
本稿は、 ［望月2001］に続くものである。今回の和訳箇所は、｢神通(abhijna;
注1
mngonparshespa)」に関するセクションである。根本偶は、137-166の28
注2
パーダ・七偶半である。
本節は、前節の「菩薩戒」のセクションから、次節の「二資糧」のセクショ
ンへの移項箇所であり、この部分の根本偶をまとめたものが第145パーダの解
説部分に、次のように示されている。
次のように、完全なる菩提は二つの集まりに依存し、二つの集まりも利
他に依存し、それはまた神通に依存し、神通も止に依存し、止も戒に依存
しているので、最初に戒を示したのである。
注3
この目的に従い、三昧を起こすことを述べた後に、根本偶に説かれる神通の解
注1今回の和訳箇所は、チヨーネ版Khi278b3-283a3;デルゲ版Khi272a4-276b4;
ナルタン版Ki309b6-315a3;北京版Ki314a4-319b2;金写版Ki432a3-438b4で
ある。前稿発表後、 SonamRapten,&z妙adUqya"亙宛F･adigF･q凡"Eac""",
Sarnath2000が出版された。また、ツルティム・ケサン「『中観ウパデーシャ」の
ヴァスバンドゥ二人説とアティーシャの中観の見解」（『印度学仏教学研究』50-1,ml,
pp.(223)-(229))が発表された。筆者も、これと同じような論文を著そうと思ったこ
とがあったが、宮崎1993を知り、断念した。この箇所を扱った宮崎の論文は、ディー
パンカラシュリージュニャーナが当時にインド仏教をどのように分類していたのかを
知る上で重要な論文である。なお、前者の論文の注1)では、BMDPがディーパンカ
ラシュリージュニヤーナの著書であることを疑う資料を提示している。
注2 Eimerl978:124では、165-168を一喝としている。
注3Cf.舟橋尚哉「｢大乗荘厳経論」の一考察」（｢印度学仏教学研究」 42-1,1993,pp.
214-218）．
(I60)
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説に移項していく。この神通は、具体的にはヨーガにより止を完成することで
生起させられるものでる･
本セクションに引用されるテキストでは、 「聖発志楽所問経』 とデイーパン
カラシュリージュニヤーナ自身が師と述べているボーデイバドラの『三昧資糧
論』が特に際立っている。前者に関しては、その引用のすべてが、このセクショ
ンの最初の箇所で引用されているシャーンテイデーヴァの「集学論」において
も引用されているものであることから、そこからの孫引きであると考えられる。
これらのことから、根本偶に対する注釈は、 『集学論』と『三昧資糧論』に基
づいて展開していると言える。
注4
また、ツォンカパの「ラムリムチェンモ』の止の章には、 「菩提道灯論』お
よび『菩提道灯論細疏』のこの箇所からの引用が見られるものの、それほど重
要視されている印象を受けない。この止の章をにおいて最も重要なテキストは
カマラシーラの「修習次第』である。むしろ中観派思想の系譜を考えると、
｢菩提道灯論細疏』のこの箇所において、『修習次第』への言及が見られないこ
とに違和感を感じてしまう。
’
’
SynopsisoftheBPPbasedOn
gZhungdongsalba'inyima(5)
2.1.5.2二資糧を完成させる原因を説いたもの
2.1.5.2.1福徳の集まりを完成させる原因
2.1.5.2.1.1福徳の集まりを完成させる原因であるものを説いたもの
[137-140]
2.1.5.2.1.2その原因がない過失[141-148］
2.1.5.2.1.3その原因を完成させる方法
2.1.5.2.1.3.1その原因が完成させる目的の方法を説いたもの[149-152]
2.1.5.2.1.3.2その原因力澆成させるもの 1
注4 同論の止の章については、ケサン1991を参照。
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2.1.5.2.1.3.2.1原因である止を完成する利益[153-156］
2.1.5.2.1.3.2.2完成しない欠点[157-160]
2.1.5.2.1.3.2.3どのように完成するのか[161-166]
『菩提道灯論細疏』和訳(5)
次のように、何れかの戒だけでは［菩提心は］十分に保たれず、三昧と知恵
も起こさなければならない。しかも戒に依存してから、三昧が生じるであろう。
すなわち、 「聖月灯三昧経」に、
注5
煩悩のない三昧をすぐに得る。これが、清浄なる戒の功徳である。
と説かれている。規範師シヤーンテイデーヴァは［｢集学論』に]、
注6
戒は三昧を成立させるものである。
と言い、また、
それ故に三昧の原因と結びつくものはいかなるものでも、それに適応す
るものは戒の中に収められると知るべきである。それ故に三昧のために努
注7
力するので、記憶と正智の本質をそなえるべきである。
とお説きになられている。また、
柱8
戒のためにも、三昧に励むべきである。
と言い、また、
戒のために二つのものを一つづつ増やし、この二つにより心を浄化する
注5釦madir･aﾉas丘〃αXXVII6cd,P.L.Vaidya,ed,Darbhangal%1,p.1m."24:
k5ipramsamHdhimlabhatenirangapa、
pariSuddha-SilasyimianuSamsah//
田村智淳・一郷正道訳『大乗仏典第11巻月灯三昧経II｣(中央公論社,1975年),p.64.
Cf.Sik,121.2-3;BCP,p.117.1-2.
注6 Sik,p.121.1:SIlamhisamadhi-samvartaniyam.
注7 Sik,p.121.3-4:
ato'vagamyateyekecitsamadhi-hetavahprayogasteSilantargataiti/
tasmatsamady-arthinasmrti-samprajanya-Silenabhavitavyam/
注8 Sik,p.121.4-5:tathaSIlarthinapisamadauyatnahkaryaitatraivasntre
vacanat/
(J58)
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賎9
ことが完成する。
とお説きになられており、戒のない三昧は生じることはないので、それ故に戒
を努力しなければならない。したがって完全な戒の三昧により神通を起こして
から利他をなすべきであり、二種の集まりをまとめた方法が神通であるから、
それを示すために、
福徳と知恵を本質とする集まりが完全である原因を、一切の仏が神通を
起こしたものとしてお認めになられている。 [BPP137-140]
と言うのがそれである。
二つの集まりを集めようとすることと、常に利他をなそうとすることに
より、神通が起こされなければ、盲人の行いや、狂人の行いや、家畜の行
いのように、自利も完成できずに、どうして利他も完成できようか。
注10
というのは、まとめた後に示したものである。
例えば翼が破れて広げることができない鳥は空を飛ぶことができないよ
注11
うに、そのように神通を得ることを離れていれば、衆生の利益をなすこと
はできない。[BPP141-144]
神通も得ず、修習の知恵も生じずに、聞くことの知恵のみに依存してから法を
解説し、弟子を集めたその方は、狂人である。すなわち［『入菩薩行論」に]、
注12
自らの量も知らずに説く者は、どうして狂人ではないだろうか。
と説かれている。 『聖発志楽所間経」に、
注13
説くことを喜ぶことと、説くことを喜ぶ罪を見るべきである。
注9 Sik,p.121.10:
etabhyamcaSila-samadhibhyamanyonya-samvardhanakarabhyam
citta-karma-parini5pattih.
注10「『菩提道灯論」の根本偽を完成した後に」という意味であろうか。
注11BPPは、「力(stobs)」とする。「得る(thob)」との誤解はチベット語の文字の類
似から生じたものであろう。
注12BCAIV.42ab・Bhattacharyal960:50:
atma-pramapamajiiatvabruvannunmattakastada/
金倉1965：44．
注13ASSTib.Zil40b2-3,Chin.T.No.310(25),p 523c3,No.27,p.47bl516.
Cf.Sik,p.105.1-2:
bhaSyarama-parivarjitenabhaSyarama-dofa-darSinabhavitavyam/
(I57)
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と説かれており、 また同じ［｢聖発志楽所問経』に]、話すことを喜ぶ罪をお説
きになられたものが、
聞くことを自慢した後に、尊敬されないであろう。論争をなす者たちを
愛し、失念し、正智がなくなるであろう。話すこと喜ぶ罪は、これらである。
内なる,し､からとても離れてしまい、身体と心も浄化されず、傲慢さと屈
辱は多くなる。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
童子が正法を思うことを損ない、心は柔軟でなく、荒くなり、止と観は
とても遠くなる。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
常に師たちを尊敬することなく、卑狼な話にも喜びを起こし、悲心のな
性l4
いところに住し、知恵を損なう。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
［と､］そのようにまた説いたものが［｢聖発志楽所問経』に]、
「私は成就を損なった今、何をなすべきだろうか」と、死の時に童子は
嘆き、底に至ることなくとても苦しんでいる。話すことを喜ぶ罪は、これ
らである。
草がなびくように動き、彼は、そのように疑惑をもつことが確かになる。
彼は、決して知恵が堅固にならない。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
注14ASSTib.Zil44b2-5,Chin.T.No.310(25),p.525b2-9,No.327,p.49a;15
Cf.Sik,pp.108.6-109.3:
agauravobhotiSrutenamatto/
vivadamantre5univi51abhoti/
mu5ita-SrutiScapiasamprajanyo/
bhaSyeramantasyaimehido5ah//
adhyatma-cintattasurnrabhotI/
cittamnakayaScaprasannabhoti/
unnamanamanibahnnigacchati/
bhaSyeramantasyaimehidoSah//
saddharma-cittattupraPa51ubalah/
sukarkaSobholiasnigdhacittah/
vipaSyanayahSamathaccadUre/
bhagyeramantasyaimehido5ah//
agauravobhotisadagurUPam/
paligodhamantre5uratimjanitva/
asarasthaylparihi'Ja-prajilo/
bhaSyeramantasyaimehido5ah//
(156)
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舞踏を見る群集の前に座り、勇者が他者の功徳を述べるままに、自分自
身の熱心さを損なっている。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
彼は偽善者でもあり、絶望しており、後々に後悔し、聖なる正法から遠
くなる。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
小さな力で尊敬されることを喜び、無知な者は、動くようになり、猿の
注l5
ようにその心は動くであろう。話すことを喜ぶ罪は、これらである。
と出ており、また同じように［｢聖発志楽所間経」に]、
長い間話すことを喜んでいるので、彼は自分自身が喜ぶことを得ない。
何れかの言葉が究極なる喜びを得るものとなれば、一語だけを思うことも
最高である。
砂糖きびの木の皮には、樹液は何もなく、喜びを与える味は中にある。
皮を食べた人は、砂糖きびの味や甘味を得ることはできない。
木の皮とは、そのように話すことである。味のようなものは、この意味
を考えることである。その如くなので、話すことを喜ぶことは捨てられ、
注15ASSTib・Zil44b6-145a3,Chin.T.No.310(25),p 525bl4-25,No.3 7
p､49a20-b2.Cf.Sik,pp.109.12-110.12:
saSocatekalukarotubalah/･
pratipattihino'smikimadyakuryam/，
SuduSkhitobhotialabdhagadho/
bhaSyeramantasyaimehidoSah//
cala6alobhotitrPamyatheritam/
vicikitsateevamasaunasamSayah/
p
natasyajatndrihabuddhibhoti/
bhaSyeramantasyaimehido5aり//
nalayathatisihatirahg madhye/
anyanaSUrapagunanprabhaSate/
svayamcabhOtrpratipatti-hIno/
bh"yeramantasyaimehido5ah//
SaIhOScasobhotilag urniraSah/◆
punahpunaScarabhatevivadam/
SodOratoarya-dharmasyabhoti/
bhagyeramantasyaimehido§且h//
samhrSyatesatkrtaalpasthamah/
prakampateviprakrtoajanI/
kapiryaihacaiicala-cittibhotl/
bhaSyeramantasyaimehidoSah//
(J55)
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注16
常に不放逸をなし、意味を考えなさい。
誰17
と説かれており、同じように［｢聖発志楽所間経』に］さらに説かれている。
それから世尊にマイトレーヤ菩薩摩訶薩が、次のように尋ねられた。
「最高の法を捨ててから悪行をなした菩薩は、知恵がとても小さく、知
恵を損なうことになるのでしょうか」と。
そのように質問がなされ、世尊はマイトレーヤ菩薩摩訶薩に次のように
お答になられた。
「マイトレーヤよ、それはその通りである。最高の法を捨ててから悪行
をなした菩薩は、知恵がとても小さくなるだろう。マイトレーヤよ、あな
たに説かれている。あなたは領受すべきである。誰であれ精進がなく、禅
定がなく、捨てることがなく、読調することなく、多くを聞こうとしない
菩薩たちは、如来が説かれたものに出家した者ではない。マイトレーヤよ、
如来が説かれたものは禅定と捨てることとにより開かれ、知恵により作ら
れ、知恵により心を禅定におき、明らかに励むことにより開かれるもので
注18
あるが、在家の行為の限界と執事により開かれるものではない。論理的で
注16ASsTib・Zil45a5-7,Chin.T.No.310(25),p.525cl-6,No.327,p､49b7-12.
CI.Sik,pp.110.13-111.4:
ramitvabhaSyasmicirampikalam/
navindatepritimihatmasaukhyam/
varamhiekasyapadasyacintana/
pritimpadeyatralabhedanantam//
nekSutvacesaramihastikincin/
madhye'stita sarasupremaplyah/
bhuktvatvadhamnehapunahsaSakyam/
labdhumnarenek5urasampradhanam//
yathatvacamtadvadavaihibhaSyam/
yatharasastadvadihatharcinta/
tasmadbhibhaSyeturatimvihaya/
cintethaarthamsadaapramattab//
注17Gはこの句をもう一度繰り返す。
注18「執事すること(zhalt byedpa)」については、袴谷憲昭「悪業払拭の儀式関連
経典雑考(111)」『駒沢大学仏教学部研究紀要』51,1993年,pp.(1)-(40);同「同(VI)」
「駒沢短期大学研究紀要』24,1996年,pp.(67)-(91);JonathanAlanSilk,Zｿle
OrjginsandEqrlyHisdoグツQ/"ZeMα妃raZ几α陀匝“”αd"onQ/Mα妃”凡a
Buddhismuﾉ"んα馳拠dyq/z九GRama虚鈍s醜raandr･eZatedMater･ials.PhD.
Dissertation.TheUniversityofMichigan,1994.を参照。
(154)
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ないものを励み、輪廻を明らかに喜んでいる者たちの行為はこうである。
すなわち、執事と世間のなしたことにより見る。そこには、菩薩たちが望
注19
むことは起こされない。
とお説きになられている。師［ボーデイバドラ］も［『三昧資糧品」に]、
そのように、聞くことをそなえた菩薩は、法を述べることから退くべき
である。すなわち、神通を得ていないで、聞くことだけでは、他者に対す
醗加
る利益を説いていない。
と述べ、また［同じ『三昧資糧品』に］お説きになられている。
それ故に多く聞くだけでは法は説かれず、神通を得てはじめて利他がな
性21
される。
と述べ、また同じものに、
神通を得ていない弟子は、完全に熟すことができずに、自分自身が死ん
注19ASSTib.Zil49a5-b5,Chin.T.No.310(25),p.527a26-b8,No.327,p.504
51a5.Cf.Sik,pp.113.15-114.5:
athakhalh-maitreyobodhisattvomahasattvobhagavantamet d
acocat/suparltta-prajnastebhagavanbodhisattvabhavi5yantivihIPa-
prajimyg'gra-dharmanvarjayitvahInanikarmaPyarapsyante//
6vafnukfebh5gavanmaitreyaIIjbbdhisatvammahasatvametadavoOat/
evametanmaitreya/eVanetadyathavadasiuparitta-prajriaste
bodhisattvabhavi$yantiye'gra-dharmanparivarjayitvahInani
karmaPyarapsyantd7/apitVarocay mtema treyaprativedayamite/
natebOdhiSattv"thathagata-Sasanepravrajitaye5amnastiyogonasti
dhyanamnastiprahaPamn styadhyayanamnaStibah"ruty-
aparye"h/apitumaitreyadhyana-prahaPa-prabhavitam.tatllagata/
Sasanamjiiana-samskl･tamj面anaSSamahitamabhiyoga-prabhavitam/
nagrhi-karmanta-vaiyaprtya-prabhavitam/ayulftaryog.nametgl
kariTia-samsarabhiratanamyadutavaiy p!･ty mlaukika-krtya-pali-
godhah/natatrabodhisattvenaSprhotpadayitayya/
この引用は、SS(Pasadikal989:95.1-9)とMSS(D.48a2-b6,P.54a3-55a2)
にも引用されている。
注20SSP,D.Ki82al-2,P.Gil68b7-8:
deltarthospadangldanpa'ibyangchubsemsdpa'dechossmraba
la'jugpadgagparbyaste/mngonparshespamathobparmang
dutil&i)atgarfigyisgZhanlaphan~gdagsparrgyalbsamgsungste/
注21SSP,D.Ki82a7-bl,P.Gil69a7-8:
debasnamangduthospadesthospatsamgyischossmrabarmi
byabardelasldOgparbyazhingmngonparshespathobnasgzod
groba'idonbyaste/，
(153)
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注22 注郵
でしまう。規範師シャーンテイデーヴァが、
衆生は種々なる信解をもち、勝者も喜ばせることがないのに、どう
して私のような者ができようか。それ故に世間を思うことは捨てられ
性24
る。
注濁
［と述べている｡］
と典拠を添えてから「三昧資糧品』にお説きになられている。それ故にこの意
味を意図してから、規範師聖ナーガールジュナが［｢宝行王論』に]、
いかなる生においても、それに従った五神通を得てから、常に一切衆生
椎26
に対してあまねく利益と安楽をなすべきである。
とお説きになられている。師の教誠なしに教義を聞くことだけに依ってから修
習するそのことも、ここに禁じられている。すなわち、そのようなヨーガに励
んでも、神通も生じないだろうし、完全な大菩提も得ないからである。この意
注幻
味を意図してから、偉大なバラモンのサラハが『勝義の論理」に、
「師の解説」というものは、甘露の味である。誰であれ満足していて
［それを］飲まない人は、多くの論書の砂漠の真中で喉が渇くように、確
注22SSPには、「自分を縛ってしまっている(rang'chingbarzaddo)」とある。
注23SSPには、「同じ「入菩薩行請」に説かれている」とする。
注24BCAVIII.22.Bhattacharyal960:141:
nanadhimuktikaPsattvahjinairapinatogitah/
kimpunarmadrSairajiiaistasmatkimloka-cintaya//
金倉1965：128．
注25SSP,D.Ki84a2-3,P.Gil71a2-4:
mngonparshespamathobparslobmayongssusminparminus
kyi/rang'chingbarzaddo//jiskaddubyangchubsemsdpa'i
spyodpala'jugpadenyidlasgsungspa/
semscanmospasnatshogspa//rgyalbaskyangnimimguna//
bdag'dranganbassmoscidgos//debas'jigrtenbsampabtang//
zhesso//
注26Ramauq"V.81,Hahnl982:160:
abhijnahprapnuyatpaiicasarvajanmanugaminih/
sarvaSahsarvasattvanamkuryaddhitasukhesada//
瓜生津隆真「宝行王正論」 『大乗仏典14龍樹論集」（中央公論社， 1974年), p.313.
注27Dondampa'jr･igspu.現時点で､このタイトルのﾃｷｽﾄを確認できていな
い。
(152)
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注調
実に死ぬであろう。
とお説きになられており、聖ナーガールジユナも、
多くのタントラを正しく聞き、聖典をよく繰り返しても、師への尊敬が
低いので、彼自身は聖教を得ていない。彼は自分自身のためだけに、能力
注詞
なしに論書を口にしている。それは、論書を悲痛する原因だけでしかない。
とお説きになられている。
神通をもつ者の昼夜の[BPP145]
などというこの二齢､そのような長さのものである｡次のように､完全なる
柱31
大菩提は二つの集まりに依存し、二種のあつまりも利他に依存し、それはまた
注漣
神通に依存し、神通も止に依存し、止も戒に依存しているので、最初に戒を示
注誼
したのである。それ故に戒から止が生じ、止から神通が生じるので、
帷調
止を成立させずに、神通は生じないであろう。それ故に止を完成させる
ために、何度も努力するべきである。 [BPP153-156]
注謁 注銘 注37
と言う。神通は、次のように天眼通と、天耳通と、他心通と、宿命通と、神足
注28Eimerl978:183によると、Do”たoSa57であり、釦b脆●〃αsamgr.aんαに
も引用されている。Bendalll903:84.2-3:
guruuvaesahaamiarasuhavahilapIaujehi/
jahasatthenamarutthalihimtisiamariautehi//
注29現時点で、引用の確認はできていない。
注30BPP145-152:
神通をもつ者の昼夜の福徳は、神通を離れた者には百の生においても存在しない。
すぐに完全なる菩提の集まりを完成しようとする者は、努力して神通を完成させる
であろうが、怠惰によりなされるものではない。
注31BMDPの金写版は、この句を欠く。
注32BMDPのチョーネ版とデルゲ版は、「神通に依ってから」を欠いている。
注33立花1968：328．
注34BMDPのチョーネ版とデルゲ版は、BPP153を引用しない。
注35Cf.山口努「｢般若経」における天眼通について」『印度学仏教学研究』33-1,1984
年, pp.351-354,同「｢十地経』における天耳通について」『宗教研究』267,19",pp.
169-171．
注36CI.山口努「『般若経」における天眼通について」『印度学仏教学研究」33-1,984
年, pp.351-354
注37Cf.山口努「｢般若経」における宿命通について」「真野龍海博士頌寿記念論文集
般若波羅蜜思想論集」 （山喜房仏書林， 1992年),pp.25-45,同「宿命通における心と
かたちについて」「日本仏教学会年報』57,1992年,pp.59-71.
(15I)
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帖鑓 能39
通と、漏尽通とである。そのようなそれらの神通は止から生じるので、止を完
成させなければならない。すなわち、
止の支分を損なっている者は、努力して修習したとしても、千年にわたっ
性40
ても三昧は完成しないであろう。 [BPP157-160]
「止の支分」とは、師［ボーディバドラ］が著した「三昧資糧品』の捨てられる
べきものなどの九つである。 ［根本偽の］他の部分は理解しやすい。それ故に
支分を損なっていれば、止を完成することはないので、私の師である吉祥なる
注41
尊者ボーデイバドラが「三昧資糧品」に九つの支分をお説きになられたものに
ついては、
次のように「捨てられるべきものと、前行と、退けるべきものと、苦悩
を断じることと、満足しないことと、功徳を憶えていることと、精進をな
すことと、関係すべきことと、住する方法である」と言われる。そのよう
注42
に支分を知って、それをよく存続させるべきである。
と師がお説きになられている。それらの意味は『三昧資糎品』自身を見るべき
椎43
である。
注38Cf.山口努「『般若経』における如意通について」「今西順吉教授還暦記念論集イ
ンド思想と仏教文化』 （春秋社， 1996年), pp.(319)-(327),同「｢十地経』における
如意通について」『印度哲学仏教学」 15,2000,pp.70-85.
注39三明から六神通への展開については、榎本文雄「初期仏典における三明の展開」
「仏教研究」 12,1982年,pp.75-77,を参照のこと。
注40この偶は、LRC(K.292b2-3)に引用されている。ケサン1991:151.
注41Sherburne2000:214,n.13は、チベットでよく知られている『声聞地」(SFEUa-
たαbmmj,Skt.Shuklaed.,pp.363.11-13;Tib.P.No.5537,Wil60b7-8;Chin.
T.No.1579,p.450cl8-20)に説かれる「九種心住」が説かれないのは注目すべきで
あるとする。Cf、ケサン1991:234.
注42SSP,D.Ki80a3-4,P.Gil66b6-7:
delatingnge'dzingyitshogskyiyanlagnirnampadguste/
spangbarbyabadang/sngondu'grobadang/ldogparbyaba
dang/gdungbabcadpadang/yid'byungbarb abadang/yon
tanrjessudranparbyabadang/brtsonparbyabadang/'brel
parbyabadang/gnaspa'ithabszhesbyabarnamsso//
注43BPP161-162:
それ故に「三昧資糧品」に説かれた支分によく存在する。
なおこの偶は、LRC(K.298a3-4,302a2)に引用されている。Cf、ケサン1991:
162，169．
(ノ”）
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ここでも最後の支分の意味を少しばかり書かなければならない。すなわち、
師が「三昧資糧品』に次のように、
そのように八支をそなえた人は、場所に相応した食物と、行道に相応し
た衣服と、友人に相応したものを具えたならば、心を平静にするべきであ
燃44
る。
と言い、またお説きになられて、
彼が平静に瞑想をなさない場合も、 「般若経」を読んだり、小さい仏像
注禍
や［そのまわりを］囲むものなどの福徳の集まりを励むべきである。
と言い、またお説きになられて、
心を平静に瞑想しようとする人は、捨てることの八つの行を修習すべき
であり、それに従わない法はこうである。 ［『中辺分別論」に､］
五つの過失とは、怠惰と、教えられたことを忘れることと、 ［意識
注縄
の］沈み込みや昂りと、なさないことと、なすことである。これらが
注47
五つの過失と認められる。
［と説かれており､］それらの対立する八つの捨てる行も ［『中辺分別論』
に]、
依存されるものと、それに依存するものと、原因であるものと、結
果であるものとである。対象を忘れないことと、沈み込みと昂りを理
注44SSP,D.Ki87a7-bl,P.Gil74b6-7:
deltaryanl gbrgyaddangldanpadesgnasrjessumthunpa
khazasdangspyodlamrjessumthunpadang/gosdanggrogs
rjessumthunpadangldanparbyaslasemsmnyamp rgzhagpar
bya'o//
注45SSP,D.Ki89b3,P.Gil77a5:
desmnyamparmabzhagpanashesrabkyjpharOltUphyinp
bklagspadang/tshatshagdabpadang/bskOrbalasogspa
bsodnamskyitshogslaguspanyiddubyaSte/
注46CI・小谷信千代「沈み込み(byingba)と昂り(rgodpa)｣(｢仏教学セミナー』別，
1989,pp.30-45).
注47MVKIV.4:
kausIdyamavavadasyasammo5olayauddhatah/
asamskaro'rthasamskarahparicado5aimematall//
長尾1976:301.
(〃9）
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解することと、それを捨てようと明らかに行うことと、止の際にヨー
注偲
ガに入ることである。
注49
［と述べられている］ ･
注釦
とお説きになられている。 「[大乗］荘厳経論』にも、
第一のものは努力することであり、第二は利益自身であり、第三は捨て
柱51
ることであり、第四は対立するものである。
と説かれている。
また［別の過失を］解説する。すなわち、欲望を望むことと、害心と、昏睡
と、睡眠と、笑うことと、後悔と、疑惑とである。そのうち昏睡と睡眠との周
辺のものは、吐き気や、不快や、欠伸や、食物の量を把握できないことや、た
るんだ心などである。行為は、心をたるませることである。対立項は、顕現す
る想である。笑うことと後悔との周辺のものは、親族の思慮や、以前に笑った
注48MVKIV.5:
aSrayo'rthaSritastasyanimittamphalamevaca/
alambane'sammoSolayauddhatyanubuddhyana/
tad-apayabhisamskarahSantaupraSarha-vahita//
長尾1976:302-303.
注49SSP,D.Ki90al-3,P.Gil77b -6:
deltarsemsmnyampar'jogpadesnyespalngaspongba'iphyir
spongba'i'dubyedbrgyadbstenparbyaste/delanyespaingani
dpusdangmtha'rnampar'byedpa'itshigle'urbyaspalas/
lelodangnigdamsngagrnams//
brjeddangbyingdangrgodpadang//
'dumibyeddang'dubyedde//
'didagnyespalngar'doddo//
zhesgsungsso//dedaggignyenpospongba'i'dubyedbrgyad
kyangdenyidlasgsungste/
gnasdangdelagnaspadang//
rgyudang'brasbunyiddu'o//
dmigspabrjedparmagyurdang//
byingdangrgodpartogpadang//
despongmngonpar'dubyeddang//
zhitshernaldu'jugpa'o//
zhesso//
注50Cf.LRC(K.316b2-317bl);ケサン199 :97-199.
注51MSAXVII1.53,Levied.,p.142.23-24:
vyavasayikaekaScadvityIyo'nugrahatmakah/
naibandhikastrtiyaScacaturthaりpraptipak5ikah//
宇井伯寿「大乗荘厳経論研究」 （岩波書店， 1961年),p.444.
(148)
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り喜んだりしたことや遊んだりしたことを思い出すことである。行為は、心を
平静にしないことである。対立項は、止である。
何らかの適当な一つの対象に対して、意をよく設定すべきである。 [BP
P163-164]
「対象」とは、心の対境である。すなわち「中観心論』に、
意という道から離れて歩く象は、対象という棒杭に記憶という綱により
注52
縛られている。心は、止さに置かれるべきである。
と出ている。「何らかの適当な一つものに対して」とは、特徴をもつ止と、特
徴のない止とである。それも師が「三昧資糧品』に、
次のように、ここに止は二つである。すなわち特徴をそなえたものと、
注闘
特徴のないものとである。特徴のあるものに二つある。内部に見られるも
のと、外部に見られるものとである。内部に見られるものに二つある。す
なわち、身体を対象にするものと、身体に依存するものを対象とするもの
とである。身体を対象とするものに三つある。すなわち、身体自身を天の
相として対象とするものと、骸骨などを不浄な相として対象とするものと、
天杖などを特別な特徴として対象とするものである。身体に依存するもの
には五つある。すなわち、呼吸を対象とするものと、微細な特徴を対象と
するものと、精液を対象とするものと、光線の支分を対象とするものと、
喜びや楽しみを対象とするものである。外部に見られるものに二つある。
すなわち、特殊なものと、共通なものとである。特殊なものに二つある。
身体を対象とするものと、口を対象とするものとである。これが止に入る
注52M(zdhyamα〃αﾉtrdayα極『ihalII.16,江島1980;272(Tib.P.No.5255,
Dza4b,No.5256,Dza61a4):
nibadhyalambana-stambhesmrtirajjvamanogojam/
unmarga-caripamkuryatprajiiankuSa-vaSamSanaih//
和訳は、江島1980:413を参照。ただし、この引用は最後のパーダが原文「徐々に智
恵の」とは異なっている。なお、この偶はLRC(K、304b5)にも引用される。ケ
サン1991：174．
注53SSPは、有相・無相の二種に関する記述はなく、「止は二つである」とする。
(〃7）
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注“
支分である。
と言われ、特徴のない止は、また同じものに、
特徴のない止である観察知から、特徴のない観である無分別が生じる、
注弱
と言う。
と言われ、また同じものに、
特徴をそなえた止に依存するものより、特徴のない止を対象としてから
観を起こすというこの主張は賞賛される。何故ならば、そこにあるものを
堅固にし、何らかの止により煩悩が除かれ、 よく征服することにより、そ
柱駒
れは結果に相応する原因となるからである。
とお説きになられている。また同じものに、
例えば修習は、ここでは述べない。何故ならばテキストが大きくなるこ
とを恐れているからであり、聖なる師が領受した解説に頼ることは正しい
注54SSP,D.Ki90a3-7,P.Gil77b6-178a2:
'dirzhignasdenignyiste/khanangdubltaspasthobpadang
khaphyirbltaspaladmigspa'o//delakhanangdubltaspala
yanggnyiste/lusladmig padang/lusl brtenpaladmigs
pa'o//delalusladmigspalagsumste/lusnyidlalha'irnam
pardmigspadang/kengruslasogspamisdugpardmigspa
dang/khaWwamgalasogspamtshanmakhyadparbanladmigs
pa'o//lUslabrtenpaladmigspayanglngaste/dbugsladmigs
padang/mtshanmaphramoladnigsPadang/thigledmigs
padang/'odzergyiyanlagladmigSpadang/dga'badangbde
baladmigspa'o//khaphyirbltaspaladmigspalayanggnyis
te/khyadparcandang/phalpa'O/ delakhyadPar~can~la
yanggnyiste/skuladmigspadang/gsungladmigspa'o//'di
dagnizhignasla'jugpa'iyanlaggo//
この文章は、LRC(K.300a6-b3)において、「『菩提道灯論細疏』にも引用されて
いる」として、引用されている。Cf.ケサン1991:166-167.
注55SSP,D.Ki90b5,P・Gil77b6-178bl:
mtshanmamedpa'izhignassosorrtogpa'ishesrabnyidlas
mtshanmamedpa'ilhagmthongrnamparmitogpa'iyeshes
'byungste/
注56SSP,D.Ki91a3-4,P・Gil78b8-179al:
debasnamtshanmadangbcaspa'izhignaslabrtenpabasni/
mtshanmamedpa'izhign sl dmigsnaslhagmthongbskyedpa'i
phyogs'dibsngagste/de'ignaspabrtanpadang/zhignaS'ba'
zhiggisnyonmongsparabtugnoncingselbadang/'brasbudang
rjessumthunpa'irgyuyinpa'iphyirro//
(I46)
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が、修習の解説は文字に依るので、知り難いからであり、正確には止と観
注57
を説いてから解説されるからである。
とお説きになられている。
「そのようなヨーガ行者が止を完成させた後に、前に説明をした五神通を完
注鎚
成することには疑いはない｣、と師が仰っている。
注59
さらにまた、神通を起こす方法となる「聖観世音所問七法経』に出ているそ
れらの学ぶべき基本も領受すべきであり、その経典自身を時々繰り返し読むべ
きである。聖アサンガも、
菩薩が神通をすぐに得ようとするので、 日中三度、夜三度帰依をなし、
供養し、罪を熾悔し、随喜し、勧請し、お願いをし、回向することに励む
椎“
べきである。
とお説きになられている。
さらにまた、少欲と知足と、粗食と、閑寂などが止の集まりのすべてをそな
えている。そのようなヨーガ行者が止によく止まることが、少欲と知足を完成
させる｡すなわち､『十万頌般若鐡に、
禅定を思うことが僅かな内向的比丘たちは、服への想いも僅かで、食へ
注錘
の想いも僅かで、皮膚の色は滑らかである。
注57SSP,D.Ki90a7-bl,P.Gil78a2-4:
jiltarbsgompala'dirmibrjodde/gzhungshintumangpor
gyurbaJjigspa'iphyirdang/blamadampasnyamssumyong
ba'imanngaglabrtenparrigskyi/bsgomparbyaba'imanngag
niyigergnaspa'ishespardka'ba'iphyirdang/zhibtunizhi
gnaSdang~lhagmthongbstanpalasbshadpa'iphyirro//
注58BPP165-166:
ヨーガ行者が止を完成していれば、神通も完成するであろう。
注59AuQJo"teGuampar･jprccﾉEasaptadharmqhas豆かα.Tib・P.No．817(tr.by
DipamkaraSrijiiana,dGeb 'iblogros).
注60引用の確認はできていない。これはBMDPにおいて、すでに一度引用されてい
る。望月2001:27.
注61DIpamkaraSrIjiManaとStasahasF･jhaprqj"aparamitasz〃αとの関係につい
ては、望月2001c,Mochizuki2002を、彼のテキストにおける般若経の引用につい
ては、望月2002を参照。
注62現時点で、引用の確認はできていない。Sherburne2000:214,n.28は、Sik,
pp.196-197を指摘している。
(〃5）
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とお説きになられており、そのような菩薩のそのヨーガ行者は、世間の富への
執着を捨ててから聖なる七つの宝のために励んでいる。彼は、六つの随念を作
意している。六つの中でもまず仏と法とサンガを随念することであって、 ［そ
れは］鋭い能力の者と鈍い能力の者との区別による。鋭い能力の者が随念をな
すべきことは､｢聖般若経』や､｢聖仏随念鐡や､『聖虚空蔵鐡や､｢聖無尽
注侭
慧経」などを観るべきである。それに対して鈍い能力の者が随念するべきこと
性齢は､ ｢聖信力入印法門経』や､｢聖仏集讃鐵や､同じ｢聖仏随念経』や､小さ
注鶴
い『仏随念経」や、他の大乗経典を見るべきである。
さらにまた、経典が意図するものを説明しているので、 「集学論』の「三宝
注田
を随念する章」も見るべきである。そのようなそのヨーガ行者には観も生じる
が、この意味は後で説明をするであろう。それ故に止と観のためにヨーガをな
すことは、 「道に止まること」と言われるので、四念住と、四正断と、四神足
と、 ［五］根と、 ［五］力と、 ［七］菩提分と、八聖道支に順序通り止まるであ
ろう。意楽の学ぶべきことを示した。
注63Buddんanusmr"・Tib.P.No.945.
注64Gaganagα可aparjprcc/ias丘かα.Tib.P.No.815,Chin.T.No.397(8),
No．404.
注65A〃●αyamaZmか｡盛as画〃α・Tib.P.No.842,Chin.T.No.397(13),No.4脇．
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